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     ミニ・バスケットボール規則の変更（通知） 
 

 
  ■試合開始の変更 

    （・ジャンプボールは第１クォーターのみとする。 
   ・前半攻めるバスケットは相手チームベンチ前のゴール 
                         とする。）

 
 ■ジャンプボールでタップされる前のファウルの処置について 
                           変更 
 
 ■施行日   平成１７年４月１日 

 
 
 

  上記ルールについて，変更することに決定いたしましたので，ご通知 

申し上げます。 

  貴協会・連盟・団体の傘下の各チーム並びに関係者への周知につい 

て，宜しくお願い申し上げます。 

   

なお，新たに，ミニのルールブックは発行しません。別添の変更する条 
 
文と注解を差し替えて，ご利用ください。 
 



 

          
                         
 

２００５年 ミニ・バスケットボール競技規則変更の概要 
 

 
ゲームを開始するジャンプ・ボールは第１クォーターだけ行うことになった。第１ク

ォーター以外の各クォーター，各延長時限は，すべてオルタネイティング・ポゼション・

ルールによるスロー・インで始める。 
１チームがゲームの前半に攻撃するバスケットは相手チームベンチ前のゴールとす

ることとした。 
また，各延長時限は後半と同じバスケットを攻撃する。 
オルタネイティング・ポゼション・ルールのスロー・インは，審判がスロー・インする

プレイヤーにボールを与えたときに始まり，スロー・インされたボールがコート内のプレ

イヤーに触れるか，スロー・インするチームがヴァイオレイションをしたときに終わって

いたが，さらにスロー・インされたボールがコート内のプレイヤーに触れずにバスケット

にはさまったりのったりしてしまったときが付け加えられた。 

第１クォーターを始めるジャンプ・ボールでボールがジャンパーにタップされる前にフ

ァウルが宣せられたとき，そのファウルの処置をしたあともう一度センター・サークルで

のジャンプ・ボールで始められる。 

第１クォーターを始めるジャンプ・ボールのとき，ボールがジャンパーにタップされ

る前にヴァイオレイションが起こった場合は，そのヴァイオレイションは競技時間中に

起こったものとして処置する。 

各クォーター・タイム，ハーフ・タイム，各延長の前のタイム・アウト中にファウル

が宣せられた場合は，オルタネイティング・ポゼション・ルールによるスロー・インで

はなく，ファウルの罰則によるスロー・インで始められる。矢印の向きは変わらない。 

第１クォーター以外の各クォーター，各延長時限を始めるスロー・インのとき，ボー

ルがスロー・インをするプレイヤーに与えられる前にファウルが宣せられたときは， 

そのクォーターは，それぞれのファウルに定められた罰則，それにつづくオフィシャル

ズ・テーブルから遠いほうのセンター・ラインからのファウルの罰則によるスロー・イ

ンで開始される。 

第１クォーター以外の各クォーター，各延長時限を始めるスロー・インのとき，ボー

ルがスロー・インをするプレイヤーに与えられてからスロー・インされたボールがコー

ト内のプレイヤーに触れるまでの間にファウルやヴァイオレイションが起こった場合

は，そのファウルやヴァイオレイションは競技時間中に起こったものとして処置する。

矢印の向きは変わらない。 



【マニュアルの変更に関する質問に関して】 

 

１．フリースロー時に、1投目，2投目ともにリード・オフィシャルから直接渡されるようになったよう

だが、ミニはどうしたらよいか？ 

 

→ マニュアルはミニバスのルールと中学生以上へのルールの相違または影響がないものについ

ては取り入れていく約束になっています。この場合は、ミニのルールに何ら影響がありません

ので、そのまま適用することになります。 

 

２．テーブルオフィシャルがチャージド・タイム・アウトで２回（50 秒と 60 秒）合図をならすようだ

が、ミニではどうしたらよいか。 

 

 

→ ミニバスは従来通りの考えで，「終了」したとき，つまり，１分で合図を鳴らして終了を知らせ

ます。 

 

３．前半と後半の開始前に審判がする合図は 3分前と 1分前でよいか？ 

 

→ ミニバスは従来通り，ゲームの前半と後半の開始３分前と１分前にオフィシャル及び審判が合

図をして知らせます。 

 

４．第 2・第 4 および延長時限を始めるスロー・インのとき、ボールがスロー・インをするプレイヤー

に与えられる前にファウルがあり、チーム・ファウルが 8個を超えていた場合のゲームの開始は、

フリースローをしてそのままリバウンドで始めるのか？ 

 

→ パーソナル・ファウルの場合は、２ショットの後、オルタネイト・ポゼッション・ルール

のスロー・インで再開。 

→テクニカル、ディスクォリファイング・ファウルの場合も同様 

 

 

 

５．第 1クォーター以外の各クォーター、各延長時限を始めるスロー・ンのときのファウルやヴゥイオ

レイションが起こった場合の処置で矢印の向きが変わらないとの説明があったが、県協会の伝達で

は、ボールを与えられた時点でオルタネイティングが成立しているので矢印の向きが変わるという

ことはないか？ 

 

→ 矢印が変わるケースは 

① スロー・インするプレイヤーが，線を踏み越えてスロー・インした場合 
② スロー・インするプレイヤーが，コート内にいるプレイヤーにパスをしたが，誰にも触れず
にコートの外に出た場合 

③ スロー・インのボールが，リングにはさまったり，のったりした場合 
④ スロー・インのボールが，誰にも触れずにリングに入った場合 
 

→ 矢印が変わらないケース 

① スロー・インするプレイヤーのボールに相手チームのプレイヤーが触れた場合 
② スロー・インするチームの相手チームのプレイヤーが，コートの線上より外に，手や体を出



してスロー・インするプレイヤーの邪魔をした場合（このケーはあまりヴァイオレーション

として取り上げていないと思う） 

③ スロー・インするチームの相手チームのプレイヤーが，ファウルをした場合 
④ スロー・インするチームの相手チームのコーチや交代プレイヤーが，何かしらのファウルを
した場合 

⑤ スロー・インするチームのプレイヤー及びコーチ，交代レイヤーが，何かしらのファウルを
した場合 
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２００５年  注 解 の 変 更 

 

５．主審の任務と権限〔第９条〕 

主審はゲーム前に次のことをする。 

(1) テーブル・オフィシャルズが使用する器具，合図器具を点検し，承認する。 

(2) コート，バスケット，バックボードを点検し，承認する。 

(3) ゲームに使用するボールを選ぶ。 

(4) スコアラー，アシスタント・スコアラー，タイムキーパー，30 秒オペレイターを確認し，承認

する。 

主審はセンター・サークルでボールをトス・アップして第１クォーターを始める。第２・第３・

第４クォーター，各延長時限を始めるときは，オフィシャルズ・テーブルから遠いほうのセンター・

ラインのアウトで，前のクォーターの終わりにスロー・インのボールを与えられる順番に当たってい

たチームにボールを与えてスロー・インさせる〔注解 12〕。 

１プレイヤーが５回のプレイヤー・ファウルをしたときは，スコアラーから連絡を受けてそのこ

とをはっきり宣する。 

各時限，各延長時限の終わりにスコアシートを点検し，記録を確認する。また必要なときにはい

つでもスコアシートを点検し，記録と残りの競技時間を確認する。記録や意見を求めたことについて

タイムキーパーとスコアラーの意見が異なったときは主審が決定をくだす。 

主審がゲームの終了を承認したときに，両審判とテーブル・オフィシャルズはゲームとの関係を

終了する。 

12．ジャンプ・ボール〔第 18 条〕 

(1)ジャンプ・ボールは第１クォーターを始めるときにだけ行われ，第１クォーター以外の各クォー

ター，各延長時限は，すべてオルタネイティング・ポゼション・ルールによるスロー・インで始

められることになった。 

(2)第１クォーターを始めるジャンプ・ボールでボールがジャンパーにタップされる前にパーソナ

ル・ファウルが宣せられたときは，スコアーシートに記録し，そのあとセンター・サークルでの

ジャンプ・ボールで始められる。 

また，同様にアンスポーツマンライク・ファウル，テクニカル・ファウル，ディスクォリファ

イング・ファウルが宣せられたとき，そのファウルがアンスポーツマンライク・ファウルの場合

は，ファウルをされたプレイヤーに２個のフリースローが与えられる。テクニカル・ファウルの場

合は，相手チームに２個のフリースローが与えられる。ディスクォリファイング・ファウルの場合

もそれぞれ同様である。スコアシートへの記録はそれぞれのファウルに決められたとおりとし，

ディスクォリファイング・ファウルを宣せられた者は失格・退場となる。 

第１クォーターは，フリースローのあとセンター・サークルでのジャンプ・ボールで始められる。 

(3)第１クォーターを始めるジャンプ・ボールのとき，ボールがジャンパーにタップされる前にヴァ

イオレイションが起こった場合は，そのヴァイオレイションは競技時間中に起こったものとして

処置する。 

(4)各クォーター・タイム，ハーフ・タイム，各延長の前のタイム・アウト中にアンスポーツマンラ

イク・ファウル，テクニカル・ファウル，ディスクォリファイング・ファウルが宣せられた場合

は，オルタネイティング・ポゼション・ルールによるスロー・インではなく，ファウルの罰則に

よるスロー・インで始められる。 

(5)第１クォーター以外の各クォーターを始めるスロー・インのとき，ボールがスロー・インをする

プレイヤーに与えられる前にアンスポーツマンライク・ファウル，テクニカル・ファウル，ディ

スクォリファイング・ファウルが宣せられたときは，そのクォーターは，それぞれのファウルに
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定められた罰則，すなわち，２個のフリースローおよびそれにつづくオフィシャルズ・テーブル

から遠いほうのセンター・ラインからのスロー・インで開始される。 

ただし，このスロー・インは，オルタネイティング・ポゼション・ルールによるスロー・イン

ではなく，ファウルの罰則によるスロー・インであるので，クォーターを開始するスロー・イン

が終わっても，矢印の向きは変えない。 

(6)第１クォーター以外の各クォーターを始めるスロー・インのとき，ボールがスロー・インをする

プレイヤーに与えられてからスロー・インされたボールがコート内のプレイヤーに触れるまでの

間にファウルやヴァイオレイションが起こった場合は，そのファウルやヴァイオレイションは競

技時間中に起こったものとして処置する。矢印の向きは変わらない。 

 

センター・ジャンプでタップされたボールをどちらのチームも保持しないうちにジャンプ・ボー

ルが宣せられた場合は，スロー・インのボールが与えられるチームがまだきまっていないので，例外

としてセンター・サークルのジャンプ・ボールで再開される。ジャンパーはヘルド・ボールにかか

わった２人である。３人以上のプレイヤーがヘルド・ボールにかかわっているときは，審判はそのう

ちで身長のほぼ等しい両チームのプレイヤーをジャンパーとしてジャンプ・ボールをやり直す。時間

はもどさない。 

次のこと（ジャンプ・ボール・シチュエイション）が起こったら審判はジャンプ・ボールを宣す

るが，ゲームを再開するためのジャンプ・ボールは行わず，きめられた順番に従ってスロー・インで

ゲームを再開する 

(1) 第１クォーターの以外の各クォーター，各延長時限を始めるとき 

(2) 両チームのプレイヤーに同時にボールに触れてアウトになったときや，どちらがアウトにしたの

かが審判にはっきりわからないとき〔第29条〕 
  (3) 両チームのプレイヤーが同時にボールにしっかり手をかけてヘルド・ボールが宣せられたとき 

    〔第33条〕 
  (4) 最後のフリースローのときにシューター以外の両チームのプレイヤーがヴァイオレイションを

し，そのフリースローが成功しなかったとき〔第42条〕 
(5) どちらのチームもボールを保持していないでダブル・ファウルが宣せられたとき〔第45条〕 
  (6) ショットされたボールが空中にある間に30秒の合図が誤って鳴ってしまい，そのショットが成功

しなかったとき〔注解22(2)〕 
  (7) スロー・インされたボール，またはそのあとプレイ中のボールがバスケットの支えにのってし

まったりはさまってしまったりしたとき 

  

ジャンプ・ボール・シチュエイションのあとのスロー・イン（オルタネイティング・ポゼション・

ルール） 

ジャンプ・ボールが宣せられたら，ジャンプ・ボール・シチュエイションになったところにもっ

とも近いアウトの位置からスロー・インでゲームを再開する。スロー・インのボールはジャンプ・

ボール・シチュエイションになるたびに両チームに交互に与えられる。どちらのチームが次のジャン

プ・ボール・シチュエイションでスロー・インのボールを与えられる順番にあたっているか，オフィ

シャルズ・テーブルに置いた標識の矢印でチームが攻撃する方向を示しておく。 

第２・第３・第４クォーター，各延長時限を始めるときもジャンプ・ボール・シチュエイション

に組み込まれ，前のクォーターが終わったときに次にスロー・インのボールを与えられる順番にあ

たっていたチームがオフィシャルズ・テーブルから遠いほうのセンター・ラインのアウトでボールを

与えられ，スロー・インをして第２・第３・第４クォーター，各延長時限が始められる。 

オルタネイティング・ポゼションのスロー・インは，審判がスロー・インするプレイヤーにボー

ルを与えたときに始まり，スロー・インされたボールがコート内のプレイヤーに触れるか，スロー・

インするチームがスロー・インのヴァイオレイションをしたとき，あるいはスロー・インされたボー

ルがコート内のプレイヤーに触れずにバスケットにはさまったりのったりしてしまったといきに終わ

る。このスロー・インが終わったら，オフィシャルズ・テーブルの標識の矢印はただちに逆の方向に
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向け直される。 

オルタネイティング・ポゼションのスロー・インでスロー・インするチームがヴァイオレイ

ションをしたときは，同じアウトの位置で相手チームにスロー・インのボールが与えられる。オルタ

ネイティング・ポゼションのスロー・インは終わっているので，オフィシャルズ・テーブルの標識の

矢印は逆の方向に向け直され，次のジャンプ・ボール・シチュエイションではこのときの相手チーム

にスロー・インのボールが与えられる。 

オルタネイティング・ポゼションのスロー・インで，スロー・インが終わらないうちにどちらか

のチームにファウルが宣せられたときは，そのファウルの罰則を適用してゲームを再開する。オルタ

ネイティング・ポゼションのスロー・インは終わっていないので，オフィシャルズ・テーブルの標識

の矢印は次のジャンプ・ボール・シチュエイションまで同じ方向のままとする。  

 

30．コーチのテクニカル・ファウル〔第 43 条〕 

コーチはマナーの面でもチームの指導者であるべきで，自らも見苦しい言動があってはならな

い。コーチがスポーツマンらしくないふるまいをした場合は厳しく罰するべきである。 

もし，コーチのこのようなふるまいが特に悪質なものであったり繰り返されたりした場合には，

審判はディスクォリファイング・ファウルを宣してもよい。このファウルを宣せられたコーチはベン

チから立ち退かされ，コートの周辺や観客席にとどまることも許されない。ゲームはコーチのテクニ

カル・ファウルの罰則を適用して再開される。 

各クォーター・タイム，ハーフ・タイム，各延長の前のタイム・アウト中にコーチのテクニカ

ル・ファウルが宣せられた場合は，相手チームに与えられるフリースローは次の時限を始める前に行

う。そのあと，第１クォーターならばセンター・ジャンプで，第２・第３・第４クォーター，各延長

時限ならばオフィシャルズ・テーブルから遠いほうのセンター・ラインのアウトからのスロー・イン

でゲームを始める。 
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２００５年  条 文 変 更 

 

第10条  スコアラー，アシスタント・スコアラー 

スコアラーはスコアシートの記入法に従ってスコアシートをつける。 

スコアシートには，各チーム名，プレイヤーおよび交代要員の名前と番号，コーチの

名前を書き，各プレイヤーの横の欄には出場時限と得点とファウルを記入する。 

スコアラーは次のことを合図して審判に知らせる。 

  (1) プレイヤーの５回目のファウル 

  (2) １チームの各ハーフ７回目のプレイヤー・ファウル 

  (3) チャージド・タイム・アウト 

  (4) チャージド・タイム・アウトのときの交代 

 

スコアラーは，ジャンプ・ボールが宣せられたあとスロー・インでゲームを再開する

ときにスロー・インのボールを与えられるチームが攻撃する方向を示しておく標識を次

のように取り扱う〔第８条(9)〕。 

第１クォーターを始めるジャンプ・ボールでどちらかのチームがタップされたボール

を保持したら，その相手チームが攻撃する方向に向けて次にジャンプ・ボールが宣せら 

れたあとスロー・インのボールを与えられるチームが攻撃する方向を示しておく標識の

矢印を向ける。 

そのあと，前半（第１・第２クォーター），後半（第３・第４クォーター），各延長

時限で，ジャンプ・ボールが宣せられたあとスロー・インでゲームが再開されるたび

に，スロー・インが終わったら標識の矢印を逆の方向に向け直す。 

 

アシスタント・スコアラーはスコアラーに協力し，プレイヤーにファウルが宣せられ

るたびにスコアラーから連絡を受け，そのファウルがプレイヤーの何回目のファウルで

あるかがよくわかるように標識で示す。チーム・ファウルの回数もそのたびに示す。 

 

 

第17条  ゲームの開始 

    ゲームはセンター・サークルでのジャンプ・ボールで，ボールがジャンパーにタップ

されたときに始められる。主審は両ジャンパーの中央にボールをトス・アップする。

る。第２・第３・第４クォーター，各延長時限は,きめられた順番にあたるチームがオ

フィシャルズ・テーブルから遠いほうのセンター・ラインのアウトからスロー・インし

て始められる〔第18条〕。 
１チームが前半に攻撃するバスケットは，相手チームのチーム・ベンチ側のバスケッ

トとする。両チームは後半攻撃するバスケットを交換する。 

 

第18条  ジャンプ・ボール 

    ジャンプ・ボールは第１クォーターを始めるときにおこなわれる。 

   ジャンプ・ボールはセンター・サークルで，両 チームの２人のプレイヤーの中央に審

判がボールをトス・アップしておこなう。 

 

    両ジャンパーはそれぞれ自チームのバスケット側の半円の中に立ち，片方の足は２

人の間のライン中央近くにおく。 

    ジャンパーはトス・アップされたボールを片手または両手でタップする。 

    ジャンパーは次のことをしてはならない。 
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  (1) ボールが最高点に達する前にタップすること 

  (2) ボールがタップされないうちに定位置を離れること 

  (3) トス・アップされたボールを保持すること 

 

    両ジャンパーはそれぞれ２回までボールをタップできる。許されたタップをするほか

は，ボールがジャンパー以外の８人のプレイヤーのだれかか，床，バスケット，バック

ボードのどれかに触れるまではボールに触れてはならない。 

 

   ジャンパー以外の８人のプレイヤーはボールがタップされるまでサークル（円筒）の

外にいなければならない。サークルのまわりに同じチームのプレイヤーがとなりあって

いるときに，相手チームが希望すればどちらか一方は場所をゆずらなければならない。 

    両チームにヴァイオレイションがあったときは，ジャンプ・ボールをやり直す。 

 

次の場合は,ジャンプ・ボールが宣せられるがジャンプ・ボールはおこなわず,ジャン

プ・ボールになったところにもっとも近いアウトから，きめられた順番にあたるチーム

がスロー・インしてゲームを再開する。 

 

(1) 第１クォーター以外の各クォーター，各延長時限を始めるとき 

(2) 両チームのプレイヤーに同時にボールに触れてアウトになったときや，どちらがア

ウトにしたのかが審判にはっきりわからないとき〔第29条〕 
  (3) 両チームのプレイヤーが同時にボールにしっかり手をかけてヘルド・ボールが宣せ

られたとき 

    〔第33条〕 
  (4) 最後のフリースローのときにシューター以外の両チームのプレイヤーがヴァイオレ

イションをし，そのフリースローが成功しなかったとき〔第42条〕 
(5) どちらのチームもボールを保持していないでダブル・ファウルが宣せられたとき

〔第45条〕 
  (6) ショットされたボールが空中にある間に30秒の合図が誤って鳴ってしまい，その

ショットが成功しなかったとき〔注解22(2)〕 
  (7) スロー・インされたボール，またはそのあとプレイ中のボールがバスケットの支え

にのってしまったりはさまってしまったりしたとき 

 

ジャンプ・ボールが宣せられたあとのスロー・インの順番 

第１クォーターを始めるジャンプ・ボールでどちらかのチームがタップされたボール

を保持したら，その相手チームが次にジャンプ・ボールが宣せられたときにスロー・イ

ンのボールを与えられる。そのあと，ジャンプ・ボールが宣せられるたびに両チームが

交互にスロー・インのボールを与えられ，スロー・インでゲームを再開する。この順番

は１ゲームを通して繰り返される。 

 

第21条  同点と延長 

後半を終わったとき両チームの得点が同じならば３分間の延長をおこなう。各チーム

は後半と同じバスケットを攻撃する。３分間の延長を終わっても両チームの得点が同じ

ならば，第２延長を行う。第２延長で２点を先取したチームを勝ちとする。各延長の前

に２分間のタイム・アウトをおく。 

 

第43条  テクニカル・ファウルの原則 

プレイヤーはつねにゲームに対する協力の精神とスポーツマンシップにもとづいてプ

レイしなければならない。相手チームのプレイヤーもゲームの仲間であることを決して

忘れてはならない。 

審判の注意を無視したり，スポーツマンらしくないふるまいをしたプレイヤーは警告



 

3 

をうける。警告をうけたのに同様のスポーツマンらしくないふるまいを繰り返したプレ

イヤーにはテクニカル・ファウルが宣せられ，相手チームに２個のフリースローが与え

られる。 

フリースローが成功してもしなくても，フリースローのあとはオフィシャルズ・テー

ブルから遠いほうのセンター・ラインのアウトでシューター側のチームにスロー・イン

のボールが与えられる。 

 

コーチがスポーツマンらしくないふるまいをした場合もテクニカル・ファウルが宣せ

られる。この場合相手チームに２個のフリースローが与えられる。フリースローが成功

してもしなくても，フリースローのあとはオフィシャルズ・テーブルから遠いほうのセ

ンター・ラインのアウトでシューター側のチームにスロー・インのボールが与えられ

る。 
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５．主審の任務と権限〔第９条〕 

主審はゲーム前に次のことをする。 

(1) テーブル・オフィシャルズが使用する器具，合図器具を点検し，承認する。 

(2) コート，バスケット，バックボードを点検し，承認する。 

(3) ゲームに使用するボールを選ぶ。 

(4) スコアラー，アシスタント・スコアラー，タイムキーパー，30 秒オペレイ

ターを確認し，承認する。 

主審はセンター・サークルでボールをトス・アップして第１クォーターを始め

る。第２・第３・第４クォーター，各延長時限を始めるときは，オフィシャルズ・

テーブルから遠いほうのセンター・ラインのアウトで，前のクォーターの終わりに

スロー・インのボールを与えられる順番に当たっていたチームにボールを与えてス

ロー・インさせる〔注解 12〕。 

１プレイヤーが５回のプレイヤー・ファウルをしたときは，スコアラーから連絡

を受けてそのことをはっきり宣する。 

各時限，各延長時限の終わりにスコアシートを点検し，記録を確認する。また必

要なときにはいつでもスコアシートを点検し，記録と残りの競技時間を確認する。

記録や意見を求めたことについてタイムキーパーとスコアラーの意見が異なったと

きは主審が決定をくだす。 

主審がゲームの終了を承認したときに，両審判とテーブル・オフィシャルズは

ゲームとの関係を終了する。 

12．ジャンプ・ボール〔第 18 条〕 

ジャンパーはボールを片手でタップしても両手でタップしてもよい。両手が同時

にボールに触れるタップも１回のタップである。 

(1)ジャンプ・ボールは第１クォーターを始めるときにだけ行われ，第１クォー

ター以外の各クォーター，各延長時限は，すべてオルタネイティング・ポゼ

ション・ルールによるスロー・インで始められることになった。 

(2)第１クォーターを始めるジャンプ・ボールでボールがジャンパーにタップされ

る前にパーソナル・ファウルが宣せられたときは，スコアーシートに記録し，そ

のあとセンター・サークルでのジャンプ・ボールで始められる。 

また，同様にアンスポーツマンライク・ファウル，テクニカル・ファウル，

ディスクォリファイング・ファウルが宣せられたとき，そのファウルがアンス

ポーツマンライク・ファウルの場合は，ファウルをされたプレイヤーに２個のフ

リースローが与えられる。テクニカル・ファウルの場合は，相手チームに２個の

フリースローが与えられる。ディスクォリファイング・ファウルの場合もそれぞ

れ同様である。スコアシートへの記録はそれぞれのファウルに決められたとおり

とし，ディスクォリファイング・ファウルを宣せられた者は失格・退場となる。 

第１クォーターは，フリースローのあとセンター・サークルでのジャンプ・ボー

ルで始められる。 

(3)第１クォーターを始めるジャンプ・ボールのとき，ボールがジャンパーにタッ

プされる前にヴァイオレイションが起こった場合は，そのヴァイオレイションは

競技時間中に起こったものとして処置する。 

(4)各クォーター・タイム，ハーフ・タイム，各延長の前のタイム・アウト中に

アンスポーツマンライク・ファウル，テクニカル・ファウル，ディスクォリファ

イング・ファウルが宣せられた場合は，オルタネイティング・ポゼション・ルー

ルによるスロー・インではなく，ファウルの罰則によるスロー・インで始められ

る。 

(5)第１クォーター以外の各クォーターを始めるスロー・インのとき，ボールがス

ロー・インをするプレイヤーに与えられる前にアンスポーツマンライク・ファ

ウル，テクニカル・ファウル，ディスクォリファイング・ファウルが宣せられ

たときは，そのクォーターは，それぞれのファウルに定められた罰則，すなわち，

２個のフリースローおよびそれにつづくオフィシャルズ・テーブルから遠いほう

のセンター・ラインからのスロー・インで開始される。 

ただし，このスロー・インは，オルタネイティング・ポゼション・ルールに

よるスロー・インではなく，ファウルの罰則によるスロー・インであるので，

クォーターを開始するスロー・インが終わっても，矢印の向きは変えない。 

(6)第１クォーター以外の各クォーターを始めるスロー・インのとき，ボールがス

ロー・インをするプレイヤーに与えられてからスロー・インされたボールがコー

ト内のプレイヤーに触れるまでの間にファウルやヴァイオレイションが起こった

場合は，そのファウルやヴァイオレイションは競技時間中に起こったものとして

処置する。矢印の向きは変わらない。 

 

センター・ジャンプでタップされたボールをどちらのチームも保持しないうちに

ジャンプ・ボールが宣せられた場合は，スロー・インのボールが与えられるチーム

がまだきまっていないので，例外としてセンター・サークルのジャンプ・ボールで

再開される。ジャンパーはヘルド・ボールにかかわった２人である。３人以上のプ

レイヤーがヘルド・ボールにかかわっているときは，審判はそのうちで身長のほぼ

等しい両チームのプレイヤーをジャンパーとしてジャンプ・ボールをやり直す。時

間はもどさない。 

 

次のこと（ジャンプ・ボール・シチュエイション）が起こったら審判はジャン
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プ・ボールを宣するが，ゲームを再開するためのジャンプ・ボールは行わず，きめ

られた順番に従ってスロー・インでゲームを再開する。 

(1) 第１クォーターの以外の各クォーター，各延長時限を始めるとき 

(2) 両チームのプレイヤーに同時にボールに触れてアウトになったときや，どちら

がアウトにしたのかが審判にはっきりわからないとき〔第29条〕 
  (3) 両チームのプレイヤーが同時にボールにしっかり手をかけてヘルド・ボールが

宣せられたとき 

    〔第33条〕 
  (4) 最後のフリースローのときにシューター以外の両チームのプレイヤーがヴァイ

オレイションをし，そのフリースローが成功しなかったとき〔第42条〕 
(5) どちらのチームもボールを保持していないでダブル・ファウルが宣せられたと

き〔第45条〕 
  (6) ショットされたボールが空中にある間に30秒の合図が誤って鳴ってしまい，そ

のショットが成功しなかったとき〔注解22(2)〕 
(7) スロー・インされたボール，またはそのあとプレイ中のボールがバスケットの

支えにのってしまったりはさまってしまったりしたとき 

 

ジャンプ・ボール・シチュエイションのあとのスロー・イン（オルタネイティン

グ・ポゼション・ルール） 

ジャンプ・ボールが宣せられたら，ジャンプ・ボール・シチュエイションになっ

たところにもっとも近いアウトの位置からスロー・インでゲームを再開する。ス

ロー・インのボールはジャンプ・ボール・シチュエイションになるたびに両チーム

に交互に与えられる。どちらのチームが次のジャンプ・ボール・シチュエイション

でスロー・インのボールを与えられる順番にあたっているか，オフィシャルズ・

テーブルに置いた標識の矢印でチームが攻撃する方向を示しておく。 

第２・第３・第４クォーター，各延長時限を始めるときもジャンプ・ボール・シ

チュエイションに組み込まれ，前のクォーターが終わったときに次にスロー・イン

のボールを与えられる順番にあたっていたチームがオフィシャルズ・テーブルから

遠いほうのセンター・ラインのアウトでボールを与えられ，スロー・インをして第

２・第３・第４クォーター，延長時限が始められる。 

オルタネイティング・ポゼションのスロー・インは，審判がスロー・インするプ

レイヤーにボールを与えたときに始まり，スロー・インされたボールがコート内の

プレイヤーに触れるか，スロー・インするチームがスロー・インのヴァイオレイ

ションをしたとき，あるいはスロー・インされたボールがコート内のプレイヤーに

触れずにバスケットにはさまったりのったりしてしまったとき終わる。このス

ロー・インが終わったら，オフィシャルズ・テーブルの標識の矢印はただちに逆の

方向に向け直される。 

オルタネイティング・ポゼションのスロー・インでスロー・インするチームが

ヴァイオレイションをしたときは，同じアウトの位置で相手チームにスロー・イン

のボールが与えられる。オルタネイティング・ポゼションのスロー・インは終わっ

ているので，オフィシャルズ・テーブルの標識の矢印は逆の方向に向け直され，次

のジャンプ・ボール・シチュエイションではこのときの相手チームにスロー・イン

のボールが与えられる。 

オルタネイティング・ポゼションのスロー・インで，スロー・インが終わらない

うちにどちらかのチームにファウルが宣せられたときは，そのファウルの罰則を適

用してゲームを再開する。オルタネイティング・ポゼションのスロー・インは終

わっていないので，オフィシャルズ・テーブルの標識の矢印は次のジャンプ・ボー

ル・シチュエイションまで同じ方向のままとする。  

22．３０秒の合図が誤って鳴ってしまったとき〔第 37 条〕 

ショットされたボールが空中にある間に 30 秒の合図が誤って鳴ってしまったと

きは次のとおりに処置する。 

(1) ボールがだれにも触れられずにバスケットに入れば得点とする。 

(2) そのショットがバスケットに入らないことが明らかになった場合と，最高点に

達する前あるいはリングに触れたあとのボールにどちらかのプレイヤーが触れた

場合はジャンプ・ボールを宣し，オルタネイティング・ポゼションの順番にあ

たっているチームのスロー・インでゲームを再開する。 

(3) ボールが落ち始めてからバスケットに入らないことが明らかになるまでの間で

リングに触れないうちに，どちらかのプレイヤーがそのボールに触れたらゴー

ル・テンディングの規定〔第 20 条〕を適用する。 

26．スロー・インのときの注意〔第 40 条〕 

ファウル，ヴァイオレイション，ジャンプ・ボール・シチュエイションがあって

スロー・インでゲームを再開する場合，審判は違反またはジャンプ・ボール・シ
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チュエイションがあったところにもっとも近いアウトの位置からスロー・インする

ようプレイヤーに指示する。ただし，エンド・ラインのアウトでは，バックボード

の真うしろを外れたところからスロー・インさせる。 

次のときは得点としないことをはっきりさせるために，審判はフリースロー・ラ

インの延長上のサイド・ラインのアウトでスロー・インするプレイヤーにボールを

与える。 

(1) オフェンス側のバスケット・インタフェアやゴール・テンディングがあった

とき 

(2) フリースロー・シューターがヴァイオレイションをしたとき 

(3) フリースロー・シューターの味方のプレイヤーがヴァイオレイションをして

相手チームにスロー・インのボールが与えられるとき 

(4) ボールがバスケットに入ってもその前にファウルかヴァイオレイションが

あって得点が認められないとき  

スロー・インされたボールがコート内のプレイヤーに触れないでアウトになった

ら，もとのスロー・インの位置で相手チームにボールを与える。 

スロー・インされたボールがコート内のプレイヤーに触れないでバスケットに

入ったときはヴァイオレイションである。 

スロー・インされたボールがバスケットの支えにのってしまったりはさまってし

まったりした場合はジャンプ・ボールを宣し，オルタネイティング・ポゼションの

順番にあたっているチームのスロー・インでゲームを再開する。 

コートの周囲が狭くてスロー・インするプレイヤーが自由にスロー・インできな

い場合には，コート内の両チームのプレイヤーをスロー・インするプレイヤーから

１ｍは離れさせる配慮が必要である。このようなコートでゲームを行う場合には，

審判はゲームを始める前に両チームに注意を与えておくことも必要である。 

スロー・インの規定が守られなかったときに注意を与えてやり直しをさせること

もできるという規定は，プレイヤーの技術と規則に対する知識レヴェルを考慮して

のものである。この配慮が必要なゲームであるかどうか，ゲームを始める前に両

チームの共通理解を得ておけば公平にゲームを進行させることができる。 

30．コーチのテクニカル・ファウル〔第 43 条〕 

コーチはマナーの面でもチームの指導者であるべきで，自らも見苦しい言動が

あってはならない。コーチがスポーツマンらしくないふるまいをした場合は厳しく

罰するべきである。 

もし，コーチのこのようなふるまいが特に悪質なものであったり繰り返されたり

した場合には，審判はディスクォリファイング・ファウルを宣してもよい。この

ファウルを宣せられたコーチはベンチから立ち退かされ，コートの周辺や観客席に

とどまることも許されない。ゲームはコーチのテクニカル・ファウルの罰則を適用

して再開される。 

各クォーター・タイム，ハーフ・タイム，各延長の前のタイム・アウト中にコー

チのテクニカル・ファウルが宣せられた場合は，相手チームに与えられるフリース

ローは次の時限を始める前に行う。そのあと，第１クォーターならばセンター・

ジャンプで，第２・第３・第４クォーター，各延長時限ならばオフィシャルズ・

テーブルから遠いほうのセンター・ラインのアウトからのスロー・インでゲームを

始める。 
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第８条  ゲーム器具  

ゲームの主催者は審判とテーブル・オフィシャル

ズ〔第３章〕が使う次の器具を用意する。  

  (1) ゲ ーム・クロック  

ゲ ー ム ・ ク ロ ッ ク は 競 技 時 間 と ハ ー フ ・ タ イ

ム，クォーター・タイム，各延長時限の前のタイ

ム・アウトをはかるのに用いる。  

  (2) ス トップ・ウォッチ  

ストップ・ウォッチはチャージド・タイム・ア

ウトをはかるのに用いる。  

  (3) 30秒 ルールの表示器具  

30秒ルールの秒数の経過がプレイヤーにも観客

にもよく見える装置。装置が用意できないときに

は黄色と赤色の小旗とストップ・ウォッチを用意

する。  

  (4) 大 きな音を出せる合図器具  

(5) ス コアシート  

(6) ス コアボード  

  (7) プ レイヤー・ファウル（プレイヤーのパーソナ

ル・ファウルとテクニカル・ファウル）の数を示

す標識  

１から５までの数字を書いた５つの標識か電光

表示装置。数字は１から４までは白地に黒，５は

白地に赤とする。  

(8) チ ーム・ファウル（１チームのそのハーフのプ

レイヤー・ファウルの合計数）を示す標識  

１から７までの数字を書いた７つの標識か電光

表示装置とチームが７回のプレイヤー・ファウル

をこえたことを知らせる赤い標識  

  (9) ジ ャンプ・ボールが宣せられたあと，スロー・

イ ン で ゲ ー ム を 再 開 す る と き に ス ロ ー ・ イ ン の

ボールを与えられるチームが攻撃する方向を示し

ておく標識  

攻撃する方向を赤色の矢印で示し，右方向と左

方向を交互に示せるもの  

 

第 ９条   審 判  

審判は主審１人，副審１人とし、２人の審判が規

則に従ってゲームの進行をさし図する。  

両審判には次の任務がある。  

(1) ファウル，ヴァイオレイション，ヘルド・ボー

ルを宣する。  

審 判 は フ ァ ウ ル ， ヴ ァ イ オ レ イ シ ョ ン ， ヘ ル

ド・ボールが起こったときに笛を鳴らしてゲーム

を止め，規則を適用して処置をおこなう。  

(2) タイム・アウトを認める。  

(3) ゴ ールを認めるか認めないかをきめる。  

(4) フ リースローをさせるかさせないかをきめる。  

(5) 交 代要員をコートに招き入れる。  

(6) ファウル，ジャンプ・ボールが宣せられたあと

の ス ロ ー ・ イ ン と フ ロ ン ト ・ コ ー ト （ チ ー ム が  

攻 撃 す る バ ス ケ ッ ト が あ る ほ う の ハ ー フ ・ コ ー

ト ） の ア ウ ト か ら の ス ロ ー ・ イ ン の と き ， ス

ロー・インするプレイヤーにボールを手渡すかト

スまたはバウンス・パスで与えるかする。  

(7) 必要なときに黙って秒数をかぞえる。  

ａ ) ３秒ルールの３秒〔第 35条〕  
ｂ ) ボ ー ル を 持 っ て い る プ レ イ ヤ ー が 近 接 し て
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デ ィフェンスされたときの５秒〔第 36条〕  
ｃ ) ア ウ ト か ら の ス ロ ー ・ イ ン の ５ 秒 〔 第 40
条〕  

ｄ）フリースローの５秒〔第 41， 42条〕  
(8) そのほか規則を適用して処置をおこなう。  

 

第 10条   ス コアラー，アシスタント・スコアラー  

スコアラーはスコアシートの記入法に従ってスコ

アシートをつける。  

スコアシートには，各チーム名，プレイヤーおよ

び交代要員の名前と番号，コーチの名前を書き，各

プレイヤーの横の欄には出場時限と得点とファウル

を記入する。  

ス コ ア ラ ー は 次 の こ と を 合 図 し て 審 判 に 知 ら せ

る。  

  (1) プ レイヤーの５回目のファウル  

  (2) １ チームの各ハーフ７回目のプレイヤー・ファ

ウル  

  (3) チ ャージド・タイム・アウト  

  (4) チ ャージド・タイム・アウトのときの交代  

 

ス コアラーは，ジャンプ・ボールが宣せられたあ

とスロー・インでゲームを再開するときにスロー・

インのボールを与えられるチームが攻撃する方向を

示 し て お く 標 識 を 次 の よ う に 取 り 扱 う 〔 第 ８ 条

(9)〕 。  

第１クォーターを始めるジャンプ・ボールでどち

らかのチームがタップされたボールを保持したら，

その相手チームが攻撃する方向に向けて次にジャン

プ・ボールが宣せられたあとスロー・インのボール

を与えられるチームが攻撃する方向を示しておく標

識の矢印を向ける。  

そのあと，前半（第１・第２クォーター），後半

（第３・第４クォーター），各延長時限で，ジャン

プ・ボールが宣せられたあとスロー・インでゲーム

が再開されるたびに，スロー・インが終わったら標

識の矢印を逆の方向に向け直す。  

 

ア シ ス タ ン ト ・ ス コ ア ラ ー は ス コ ア ラ ー に 協 力

し，プレイヤーにファウルが宣せられるたびにスコ

アラーから連絡を受け，そのファウルがプレイヤー

の何回目のファウルであるかがよくわかるように標

識で示す。チーム・ファウルの回数もそのたびに示

す。  

 

第 11条   タ イムキーパー  

タイムキーパーは次のことをおこなう。  

ゲームの前半と後半の開始３分前を，合図器具を

鳴らして審判と周囲に知らせる。  

ゲーム・クロックを操作して，競技の正味時間，

ク ォ ー タ ー ・ タ イ ム ， ハ ー フ ・ タ イ ム ， チ ャ ー ジ

ド・タイム・アウトの時間をはかり，それぞれの終

了を合図器具を鳴らして審判と周囲に知らせる。  

 

競技の正味時間は次のようにはかる。  

 

次の瞬間にゲーム・クロックを動かし始める。  

  (1) ジ ャンプ・ボールの場合，ジャンパーがボール
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を タップしたとき  

  (2) フ リースローが不成功でゲームが続けられる場

合，ボールがコート内のプレイヤーに触れたとき  

  (3) フ ァウル，ヴァイオレイション，タイム・アウ

トのあとと，ジャンプ・ボールが宣せられたあと

のスロー・インの場合，ボールがコート内のプレ

イヤーに触れたとき  

 

次の瞬間にゲーム・クロックを止める。  

  (1) 各 時限が終わったとき  

  (2) 審 判が次の合図をしたとき  

a） ファウル  

b） ヴァイオレイション  

c） ヘルド・ボール  

d） そのほかの理由で笛を鳴らしたとき  

  (3) 30秒 の合図があったとき  

  (4) あ らかじめチャージド・タイム・アウトを請求

しているチームの相手チームがフィールド・ゴー

ルで得点したとき  

 

第 17条   ゲ ームの開始  

    ゲ ームはセンター・サークルでのジャンプ・ボー

ルで，ボールがジャンパーにタップされたときに始

められる。主審は両ジャンパーの中央にボールをト

ス・アップする。第２・第３・第４クォーター，各

延長時限は，きめられた順番あたるチームがオフィ

シャルズ・テーブルから遠いほうのセンター・ライ

ン の ア ウ ト か ら ス ロ ー ・ イ ン し て 始 め ら れ る 〔 第

18条〕。  

１チームが前半に攻撃するバスケットは相手チー

ム の チ ー ム ・ ベ ン チ 側 の バ ス ケ ッ ト と す る 。 両

チームは後半攻撃するバスケットを交換する。  

 

第 18条   ジ ャンプ・ボール  

    ジ ャンプ・ボールは第１クォーターを始めるとき

におこなわれる。  

   ジ ャ ン プ ・ ボ ー ル は セ ン タ ー ・ サ ー ク ル で ， 両  

チームの２人のプレイヤーの中央に審判がボールを

トス・アップしておこなう。  

 

    両 ジ ャ ン パ ー は そ れ ぞ れ 自 チ ー ム の バ ス ケ ッ ト

側の半円の中に立ち，片方の足は２人の間のライン

中央近くにおく。  

    ジ ャンパーはトス・アップされたボールを片手ま

たは両手でタップする。  

    ジ ャンパーは次のことをしてはならない。  

  (1) ボ ールが最高点に達する前にタップすること  

  (2) ボ ールがタップされないうちに定位置を離れる

こと  

  (3) ト ス・アップされたボールを保持すること  

 

    両 ジャンパーはそれぞれ２回までボールをタップ

で き る 。 許 さ れ た タ ッ プ を す る ほ か は ， ボ ー ル が

ジ ャ ン パ ー 以 外 の ８ 人 の プ レ イ ヤ ー の だ れ か か ，

床，バスケット，バックボードのどれかに触れるま

ではボールに触れてはならない。  

 

   ジ ャ ン パ ー 以 外 の ８ 人 の プ レ イ ヤ ー は ボ ー ル が
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タ ップされるまでサークル（円筒）の外にいなけれ

ばならない。サークルのまわりに同じチームのプレ

イヤーがとなりあっているときに，相手チームが希

望すればどちらか一方は場所をゆずらなければなら

ない。  

    両 チームにヴァイオレイションがあったときは，

ジャンプ・ボールをやり直す。  

 

次 の 場 合 は ,ジ ャ ン プ ・ ボ ー ル が 宣 せ ら れ る が

ジ ャ ン プ ・ ボ ー ル は お こ な わ ず ,ジ ャ ン プ ・ ボ ー ル

になったところにもっとも近いアウトから，きめら

れた順番にあたるチームがスロー・インしてゲーム

を再開する。  

(1) 第 １クォーター以外の各クォーター，各延長時

限を始めるとき  

  (2) 両 チームのプレイヤーに同時にボールに触れて

アウトになったときや，どちらがアウトにしたの

かが審判にはっきりわからないとき〔第 29条〕  
  (3) 両 チームのプレイヤーが同時にボールにしっか

り手をかけてヘルド・ボールが宣せられたとき  

    〔 第 33条〕  
  (4) 最 後のフリースローのときにシューター以外の

両 チ ー ム の プ レ イ ヤ ー が ヴ ァ イ オ レ イ シ ョ ン を

し，そのフリースローが成功しなかったとき〔第

42条〕  
(5) ど ちらのチームもボールを保持していないでダ

ブル・ファウルが宣せられたとき〔第 45条〕  
  (6) シ ョットされたボールが空中にある間に 30秒 の

合図が誤って鳴ってしまい，そのショットが成功

しなかったとき〔注解 22(2)〕  
  (7) ス ロー・インされたボール，またはそのあとプ

レ イ 中 の ボ ー ル が バ ス ケ ッ ト の 支 え に の っ て し

まったりはさまってしまったりしたとき  

 

ジャンプ・ボールが宣せられたあとのスロー・イ

ンの順番  

第 １クォーターを始めるジャンプ・ボールでどち

らかのチームがタップされたボールを保持したら，

その相手チームが次にジャンプ・ボールが宣せられ

たときにスロー・インのボールを与えられる。その

あと，ジャンプ・ボールが宣せられるたびに両チー

ムが交互にスロー・インのボールを与えられ，この

順番は１ゲームを通して繰り返される。  

 

第 21条   同 点と延長  

    後 半を終わったとき両チームの得点が同じなら３

分間の延長を行う。各チームは後半と同じバスケッ

トを攻撃する。３分間の延長を終わっても両チーム

の得点が同じならば，第２延長を行う。第２延長で

２点を先取したチームを勝ちとする。各延長の前に

２分間のタイム・アウトをおく。  

 

第 29条   ボ ールをアウトにすること  

ボールをアウトにすることはヴァイオレイション

であり，相手チームにスロー・インのボールが与え

られる。  

ボールがアウトになったときは，アウトになる前

のボールに最後に触れたプレイヤーがアウトにした
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こ とになる。ただし，わざと相手にボールを投げつ    

け たりしてアウトにしたときは，審判は相手チーム

にボールを与える。  

ボールが両チームのプレイヤーに同時に触れてア

ウトになったときやどちらのプレイヤーがアウトに

したのか審判にはっきりわからなかったときは，審

判はジャンプ・ボールを宣し，きめられた順番にあ

た る チ ー ム に ス ロ ー ・ イ ン の ボ ー ル を 与 え る 〔 第

18条〕。  
 

第 33条   ヘ ルド・ボール  

両チームのプレイヤーがボールに片手または両手

をしっかりとかけたときには，審判はヘルド・ボー

ル を 宣 し ， き め ら れ た 順 番 に あ た る チ ー ム に ス

ロー・インのボールを与える〔第 18条〕。  
 

第 40条   ス ロー・インの方法  

ファウル，ヴァイオレイション，ジャンプ・ボー

ル が 宣 せ ら れ た あ と ， サ イ ド ・ ラ イ ン ま た は エ ン

ド ・ ラ イ ン の ア ウ ト か ら ス ロ ー ・ イ ン す る プ レ イ

ヤーは，審判に指示されたところからスロー・イン

する。  

  (1) ス ロー・インするプレイヤーは，アウトでボー

ルを与えられてから５秒以内にコート内のプレイ

ヤーに向かってボールを投げなければならない。  

  (2) ス ロー・インするときに境界線を踏んでもよい

が，コート内に触れてはならない。  

  (3) コ ート内のプレイヤーは，ボールがコート内に

投げ入れられるまでは，境界線の上方またはそれ

をこえてからだのどの部分も出してはならない。  

 

こ れらの規定が守られなかったときには相手チー

ムにスロー・インのボールが与えられる。  

しかし，審判は注意を与えてスロー・インのやり

直しをさせることもできる。  

 

フ ァウル，ジャンプ・ボールが宣せられたあとの

ス ロ ー ・ イ ン と フ ロ ン ト ・ コ ー ト の ア ウ ト か ら ス

ロー・インがおこなわれるときは，審判はスロー・

インするプレイヤーにボールを手渡すかトスまたは

バウンス・パスで与えるかする。  

 

相 手チームの得点のあとエンド・ラインのアウト

からおこなわれるスロー・インのときは，原則とし

て審判はボールを扱わない。スロー・インするプレ

イ ヤ ー は ， エ ン ド ・ ラ イ ン の ア ウ ト の ど こ か ら ス

ロー・インしてもよい。  

 

第 42条   フ リースローのヴァイオレイションと罰則  

フリースロー・シューターは，ボールがバスケッ

トのリングに当たるかバスケットに入るまで制限区

域に入ってはならない。  

フリースロー・レーンに沿った定位置にいるプレ

イヤーは，ボールがシューターの手から離れるまで

制限区域に入ってはならない。  

そのほかのプレイヤーは，ボールがバスケットの

リ ン グ に 当 た る か バ ス ケ ッ ト に 入 る ま で フ リ ー ス

ロー・レーンよりも後方にいなければならない。  
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こ れらの規定に違反することはヴァイオレイショ

ンである。  

 

シ ューターがボールを手渡されてから５秒以内に

フリースローをしなかったとき，フリースロー・ラ

イ ン を 踏 ん で フ リ ー ス ロ ー を し た と き ， 最 後 の フ

リースローのボールがリングに触れないで成功しな

かったときはシューターのヴァイオレイションであ

る。  

 

シ ューターがヴァイオレイションをしたときは得

点は認められない。フリースロー・ラインの延長上

の サ イ ド ・ ラ イ ン の ア ウ ト で ， 相 手 チ ー ム に ス

ロー・インのボールが与えられる。  

 

シ ュ ー タ ー 側 の シ ュ ー タ ー 以 外 の プ レ イ ヤ ー が

ヴァイオレイションをしたときは，フリースローが

成功すれば得点とし，ヴァイオレイションはなかっ

たものとする。ヴァイオレイションがあって最後の

フ リ ー ス ロ ー が 成 功 し な か っ た と き は ， フ リ ー ス

ロ ー ・ ラ イ ン の 延 長 上 の サ イ ド ・ ラ イ ン の ア ウ ト

で，相手チームにスロー・インのボールが与えられ

る。  

 

シ ューターの相手チームのプレイヤーがヴァイオ

レイションをしたときは，フリースローが成功すれ

ば得点とし，ヴァイオレイションはなかったものと

す る 。 成 功 し な か っ た と き は 同 じ シ ュ ー タ ー が フ

リースローのやり直しをする。  

 

最 後のフリースローのときにシューター以外の両

チームのプレイヤーがヴァイオレイションをし，そ

の フ リ ー ス ロ ー が 成 功 し な か っ た と き は ， ジ ャ ン

プ ・ ボ ー ル が 宣 せ ら れ ， き め ら れ た 順 番 に あ た る

チ ー ム が ス ロ ー ・ イ ン し て ゲ ー ム を 再 開 す る 〔 第

18条〕。  
 

第 43条   テ クニカル・ファウルの原則  

プレイヤーはつねにゲームに対する協力の精神と

スポーツマンシップにもとづいてプレイしなければ

ならない。相手チームのプレイヤーもゲームの仲間

であることを決して忘れてはならない。  

審判の注意を無視したり，スポーツマンらしくな

いふるまいをしたプレイヤーは警告をうける。警告

をうけたのに同様のスポーツマンらしくないふるま

いを繰り返したプレイヤーにはテクニカル・ファウ

ルが宣せられ，相手チームに２個のフリースローが

与えられる。  

フリースローが成功してもしなくても，フリース

ローのあとはオフィシャルズ・テーブルから遠いほ

う の セ ン タ ー ・ ラ イ ン の ア ウ ト で シ ュ ー タ ー 側 の

チームにスロー・インのボールが与えられる。  

 

コ ーチがスポーツマンらしくないふるまいをした

場合もテクニカル・ファウルが宣せられる。この場

合相手チームに２個のフリースローが与えられる。

フ リ ー ス ロ ー が 成 功 し て も し な く て も ， フ リ ー ス

ローのあとはオフィシャルズ・テーブルから遠いほ
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う の セ ン タ ー ・ ラ イ ン の ア ウ ト で シ ュ ー タ ー 側 の

チームにスロー・インのボールが与えられる。  

 

第 45条   ダ ブル・ファウル  

ダブル・ファウルとは，両チームの２人のプレイ

ヤーが，互いに同時にファウルをした場合をいう。  

それぞれのプレイヤーにファウルが記録され，フ

リースローはどちらのチームにも与えられない。  

 

ダ ブ ル ・ フ ァ ウ ル が 起 こ っ た と き に ど ち ら か の

チ ー ム が ボ ー ル を 保 持 し て い た 場 合 は ， ダ ブ ル ・

ファウルがあったところにもっとも近いアウトの位

置で，ボールを保持していたチームにスロー・イン

のボールが与えられてゲームを再開する。  

ダブル・ファウルが起こったときにどちらのチー

ム も ボ ー ル を 保 持 し て い な か っ た 場 合 は ， ジ ャ ン

プ ・ ボ ー ル が 宣 せ ら れ ， き め ら れ た 順 番 に あ た る

チ ー ム が ス ロ ー ・ イ ン し て ゲ ー ム を 再 開 す る 〔 第

18条〕。  
 

ダ ブル・ファウルとほとんど同時にショットかフ

リースローが成功して得点が認められたときは，相

手チームがエンド・ラインのアウトからスロー・イ

ンしてゲームを再開する。  

 

 

 

 

 




